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政策とは何か？（1）

 政策とは何か？

今回、皆さんに話をするにあたって、改めて「政
策」とは何かを自分自身で考えてみても適当な説明が
すぐ思いあたらず・・・。

そこで、手元の電子辞書に入っている『明鏡国語辞
典 第二版』（大修館書店）で調べてみると、

↓

「政治上の方針とそれを実行するための手段」とある。



政策とは何か？（2）

 政策とは何か？

しかし、「政治」と言われても・・・

（皆さんの心の中のつぶやきを代弁）

もう少し理解しやすいもの？を探すべく、私の研究室に
本棚にある「政策」にかかわる書籍を改めて読んでみる。

「政」とは・・・「方向性を明らかにしてやりくり

する」

「策」とは・・・「目的を果たすためにとる計画と

か方針」
真山達郎ほか編『政策学入門―私たちの政策を考える―』（法律文化社）1頁



具体的にはどういうこと？

 もっと分かりやすく言ってほしい‼

定義を言われても・・・（再度、皆さんの心の中のつぶやきを代弁）

では、具体的にはどういうこと？

 子育て支援政策

 観光政策

 防災政策
（一般論として）

⇒少子化が進み、今後のまちの存続が危うい

観光客の減少が続き、観光業が衰退

近い将来、地震による大災害が予測される

という課題がある



う～ん、やはり難しい？？

 つまりは

「政策＝課題に対する対処策（取組み）」である

しかし、

 実際の政策手法は様々である・・・

⇒補助金を出す、規制をかける、協働により実施する、人的支援

を行うなどなど。また、必要に応じ条例を制定したり、計画を

策定したり・・・

 財源や人員、各種法令の制約がある・・・

 議会や住民の理解が必要になる・・・

 政策の効果についての事後説明が必要になる・・・

などなど



今回は難しく考える必要はないよ～

 難しいことは職員の方にお任せして

確かに、行政が政策を実施するには、前のスライドに記載のようなことを踏
まえる必要がある。

しかし、これらのことが政策を難しいものに思わせる理由なの
ではないか？？

⇒今回はそのあたりのことは少し脇に置いて（職員の方にお任せして）、

若い世代である皆さんならではの発想力で

「こんな松阪市になってほしい」

「こんな取り組みが行われているところなら住んでみたい」

「自分もこんな取り組みに参加してみたい」

という視点で考えてみよう‼



学生の政策提案、取組みの事例（1）
 消防団に関しての政策

豊田市における若者の消防団へ

の参加促進政策

⇒中京大学総合政策学部

桑原ゼミの取組み

（もともとは豊田市の行う政策提案

事業で採択され、実現したもの）



学生の政策提案、取組みの事例（2）
 中心市街地活性化の政策

全国まちづくりカレッジに参加の各大学。近隣では、皇学館大学の宇治山田駅前商店街での活動事例



学生の政策提案、取組みの事例（3）
 農業、観光政策

岐阜経済大学マイスタークラブの活動事例



学生の政策提案、取組みの事例（4）
 若者による政策提案

新城市若者議会の事例



学生の政策提案、取組みの事例（5）
 コンペ形式での政策提案→協働、委託形式での事業実施

神奈川県 大学発・政策提案制度の事例（同様の取組が奈良県でもあり）



中、高校生の政策提案、取組みの事例
 中、高校生の政策提案

郡上市 GOOD郡上プロジェクトの事例（中高生鮎とも釣り選手権、ゆかたdayなどの実現事例あり）



とにかく考えてみて、意見を出してみる

 意見を出してみないと始まらない

「住みたい、住み続けたい」と思うまちにするために何が必

要か？（募集チラシ参照）

⇒1人1人が考えることは異なるはず

松阪へのかかわり方も人それぞれ

唯一の答えはない（答えを探す必要はない）

↓

多様な意見を出し合う中で、よりよい形が見えてくる

とにかく、恥ずかしがらずに意見を出してみよう‼

将来の松阪市（あるいは自分の住んでいるまち）を変える一歩の
ために


